
　

令
和
７
年
度
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
初
の
予
算
に
過
不
足
が

生
じ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
な
ど
を
確
認
し
、
課
題
や
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。

審 査
ピックアップ
議　案
第85号

菊
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

都
市
公
園
管
理
費
（
複
合
遊
具

修
繕
）
に
つ
い
て
、
修
繕
内
容
と
場

所
、
修
繕
後
の
耐
久
年
数
は
。
ま
た
、

遊
具
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。菊

川
運
動
公
園
「
冒
険
の
丘
」

の
複
合
遊
具
に
お
け
る
チ
ュ
ー
ブ
ス

ラ
イ
ダ
ー
部
分
の
亀
裂
補
修
及
び
部

品
交
換
を
行
う
。
部
分
修
繕
で
は
耐

久
年
数
を
一
律
に
設
定
す
る
こ
と
は

難
し
く
、
ま
た
、
使
用
環
境
（
直
射

日
光
等
）
に
よ
っ
て
遊
具
全
体
の
劣

化
速
度
も
異
な
る
た
め
、
定
期
点
検

に
よ
り
安
全
性
を
確
認
し
て
い
く
。

遊
具
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
全
公
園

で
年
２
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
遊
具
は
、
紫
外
線
に
よ
る
劣
化

が
早
く
、
同
じ
時
期
に
設
置
さ
れ

た
遊
具
は
、
複
数
公
園
で
使
用
禁

止
と
な
る
時
期
が
重
な
る
リ
ス
ク

が
あ
る
た
め
、
こ
の
辺
り
を
考
慮

し
た
更
新
時
期
の
設
定
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

動
物
愛
護
管
理
費
に
つ
い
て
、

動
物
死
体
処
理
件
数
の
増
加
と
あ
る

が
、
ど
う
い
っ
た
動
物
の
死
体
が
多

い
の
か
。
ま
た
、
処
理
件
数
は
。

主
に
タ
ヌ
キ
と
猫
が
増
え
て
い

る
。
例
年
こ
の
２
種
類
は
多
い
が
、

特
に
タ
ヌ
キ
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

処
理
件
数
は
、
12
月
８
日
時
点
で
、

タ
ヌ
キ
１
１
８
件
、
猫
１
０
８
件
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
34
件
、
鳥
28
件
、
ア
ナ

グ
マ
20
件
、
そ
の
他
29
件
で
あ
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
穴
を
掘
ら
れ
る
な
ど
畑
や
田
ん

ぼ
へ
の
鳥
獣
被
害
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

　
猫
に
つ
い
て
は
避
妊
去
勢
手
術

の
拡
大
を
し
、
不
幸
な
猫
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。 

　
動
物
愛
護
団
体
に
よ
る
保
護
活

動
に
集
落
支
援
員
制
度
等
を
活
用

し
、
地
域
の
課
題
と
し
て
支
援
員

を
配
置
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な

い
か
。

道
路
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等
の
伐
採

の
実
施
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
自

治
会
要
望
に
よ
る
も
の
か
。

小
沢
本
線
（
小
沢
〜
牧
之
原
、

畑
総
８
号
幹
線
）、
東
平
尾
森
前
線

（
七
曲
調
整
池
東
側
）、
半
済
牛
渕
線

（
菊
川
市
立
総
合
病
院
北
東
）
の
３

路
線
で
実
施
す
る
。
道
路
へ
の
張
り

出
し
や
車
両
接
触
の
危
険
を
市
が
確

認
し
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
実
施
す
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
公
園
の
竹
や
雑
木
が
隣
接
住
宅

へ
影
響
す
る
事
例
が
増
え
て
お

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
や
早
期
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
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